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1.位置付け・目次
本ガイドラインは、下記資料を参考
として、埼玉西部地区少年サッカー
連絡協議会が運営を担当する大会に
おいて遵守すべき事項を取りまとめ
たものです。

・JFA サッカー活動の再開に向けた
ガイドライン 第10版
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大会参加各チームは、本ガイドライン及び上記ガイドライン等をご理解の上
で遵守いただき、新型コロナウィルス感染拡大予防にご協力をお願いします。



2.大会運営における基本的な枠組み

• 感染対策責任者 ：西部地区／事業委員長（第4種リーグ西部地区運営委員長）

• 感染対策副責任者：西部地区／事務局長

• 感染対策担当者 ：会場責任チーム代表者・参加各チーム（当日）帯同責任者

組織・体制

• 参加各チーム（当日）帯同責任者の責務

➢自チーム関係者のガイドライン遵守、マスク・消毒液等の確保

➢自チームの全入場者の入退場・体調（当日から14日間含む）の把握及び報告

• 会場責任チーム代表者の責務（当日の会場責任者に委嘱を可とする）

➢参加各チーム（当日）帯同責任者からの報告に対する内容確認・取りまとめ

➢会場共用部分の消毒等、会場管理者（市当局等）の指示に従った対策実施

➢派遣審判・会場付大会役員等の入退場・体調（当日）の把握及び報告

（派遣審判・会場付大会役員等の「感染疑い」報告は、自身が感染対策責任者

及び感染対策副責任者へ直接行う）

会場での役割分担
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3.参加全チームに周知徹底いただく事項
（大会ごとの実施要項・確認事項等に追記）

• 大会会場への入場者（応援を含む）は、１チームあたり次に挙げる人数以下とする。

①当日メンバー入り選手 ②当日メンバー入り選手人数と同数以下の保護者等の関係者

③当日ベンチ入り役員（監督・コーチ等）④当日割当審判担当審判員（有資格者）

１チームあたり帯同人数制限

• 参加チームは、「埼玉西部地区での大会運営に関する新型コロナウィルス感染拡大予防

ガイドライン」及び会場責任チームの指示等に従い、新型コロナウィルス感染拡大予防

への協力を行うとともに、当日の帯同責任者を特定し、自チームの大会会場への入場者

（応援を含む）全員の入退場状況及び体調の把握・ガイドライン遵守状況の確認を行い、

必要な報告書面の作成・提出を行わせる。

参加当日の各チームの義務

• 参加チームは、参加日から14日以内に、参加日に提出した報告書面に記入された入場者

に、新型コロナウィルス感染症の疑いがある（医師の診断によりPCR検査を受ける予定

もしくは受けた事実がある）場合、速やかに感染対策責任者・感染対策副責任者に、①

対象者氏名、②対象者連絡先、③会場名、④大会参加日を連絡する。

参加日から14日間の各チームの責務
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4.参加当日の報告書面（西部地区標準書式）
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チェックシート
・帯同責任者は、撤収
時にサインした上で
会場責任者へ提出

・会場責任者は、大会
役員に引渡

利用者名簿
・全会場で作成必須
（事前に入力・印刷し
ておき、当日追記）

・帯同責任者は、撤収
時にサインした上で
会場責任者へ提出

・会場責任者は、内容
を確認し、当日体温
及び施設管理者に提
出を要する情報以外
を黒塗りしてサイン

・会場責任者は、施設
管理者に提出しない
場合は、大会役員に
引渡



5.大会参加時の「食事」に関する留意点

• 「食事」はマスクを外して行うことから、「飛沫感染」抑止の観点からは、半日以内

の大会スケジュール設定により、「食事」不要とできることが望ましい

• 「食事」が必要な場合には、三密回避等の感染予防対策を徹底したうえで対応する

基本的考え方

• 試合中のピッチ脇の狭い場所で、複数チームが密集して「食事」しないよう工夫する

＜工夫例１＞試合会場とは別の隣接した場所を指定し、そこで「食事」するよう誘導

＜工夫例２＞参加全チーム一斉の「食事」時間を設定し、会場を広く用いて対応

「食事」が必要な場合の大会・会場設定面の工夫例

• 対面にならない（全員同じ方向を向く等）

• 黙って素早く「食事」する

• 食器の共用や大皿からの取り分けはしない（各人が専用の食器・食品）

「食事」する際に各チーム責任者が遵守させるべき点
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6.試合の進め方に関する留意点
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• 原則として毎試合開始前に、①ボール ②ゴールポスト ③コーナーフラッグ
④両チームベンチ共用什器（椅子等）を消毒する。
（会場責任チームは原則、両チームベンチ共用什器の設置不要）

• 握手・円陣・整列・肩組み・ハイタッチ・抱擁は行わない。

• 試合開始前（及びPK戦の前）は、審判団と両チームキャプテンのみでコイント
スを行い、他の選手はエンドが決まってから、そのエンドに整列せずに入場する。

• 試合中の指示の声を出す指導者は、原則として①同時には１人で ②立ち上がり
前へ出て ③大声になりすぎない といった点に配慮する（飛沫拡散を抑制）

• 試合終了直後、審判団と両チームキャプテンのみで試合結果を確認し、他の選手
は速やかに自チームベンチへ整列せずに退出する。



7.マスクの着用に関する留意点
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• 以下に該当するケースを除き、会場内ではマスクを必ず着用する。
➢試合前のウォーミングアップを行っている選手及びその指導・支援を行っている監督・
コーチ

➢試合前の選手確認を受けて確認担当者からマスクを外すよう指示された選手（確認担当
者はマスク着用）

➢試合開始前の入場から終了後ピッチを退出するまでの出場選手（控え選手を除く）及び
担当審判員

➢試合中（ハーフタイム中等を含む）に指示の声を出している最中の監督・コーチ

➢体調維持・回復のために必要な飲料等を摂取している最中の入場者

➢飲水タイム・クーリングブレイクが採用された試合の開始前の入場から終了後ピッチを
退出するまでの控え選手及びベンチ入り役員（監督・コーチ等）
ただし、最低1m、できれば2m他人と距離を空ける



8.その他衛生管理面の留意点
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会場が求める使用条件を厳守する。
（会場の一部では感染予防対策の観点で、隣接路上等を含む喫煙や飲食
を行わないことを使用条件とするものあり）

水筒・コップ・PETボトル等を共用しない
（各自が専用の水筒・紙コップ・PETボトル等を用いる）。

タオルを共用しない（各自、専用のタオルを持参）。

クーラーボックスに水を入れて飲料を冷やさない。

口に含んだ水・つば等を吐かない。

手鼻をかまない。

会場責任チームは、適時適切に、かつ利用終了時に、会場の共用部分
（水道の蛇口・トイレのドアノブ等）の消毒を行う。


